
複
数
組
合
併
存
下
に
お
け
る
組
合
間
差

別
を
め
ぐ
る
不
当
労
働
行
為
事
件
の
増
加

が
、
昭
和
四
○
年
頃
か
ら
顕
著
に
な
っ
て

き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
「
戦
後
労
働
運
動
の

為
歴
史
は
、
分
裂
の
歴
史
で
あ
っ
た
」
（
籾

行
井
常
喜
「
組
合
分
裂
・
差
別
支
配
と
権
利

働労
闘
争
」
一
三
頁
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

猫
経
営
合
埋
化
・
労
務
管
理
体
制
の
確
立
を

此
推
進
し
よ
う
と
す
る
使
用
者
が
、
戦
闘
的

月艦
組
〈
ロ
を
分
裂
・
壊
滅
さ
せ
、
労
使
協
調
的

創
組
合
を
育
成
す
る
た
め
に
、
戦
闘
的
組
合

組
と
の
団
交
を
拒
否
し
、
組
合
役
員
を
解
雇

一一一一一一一三一一二一二三三一一一一二一議一九七八年職場の労働判例Ｉ回顧と展望一一三二一一二三二一一一一一二一二一二二一三二二三三一三一三一二二二三一二一一二一三二一三一一一二一一二一一二二二一三二一二一一一二三二三二一三二二三三一二二二一一二一二一一一二二一一二一一三がある。以下、今期の判例をとり上
へ

げ
、
検
討
す
る
こ
と
・
と
す
る
。

◇
も
く
じ
◇

は
じ
め
に

一
今
期
判
例
の
概
観

二
残
業
差
別
と
不
当
労
働
行
為

一
一
一
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
と
不
当
労
働
行
為

は
じ
め
に

組
合
間
差
別
と
不
当
労
働
行
為

し
、
ま
た
施
設
利
用
・
便
宜
供
与
を
差
別

す
る
と
い
う
事
件
は
従
来
か
ら
み
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
以
降
の
組
合
併
存

下
に
お
け
る
不
当
労
働
行
為
事
件
の
特
徴

、
、
、
、
、
←

は
、
特
定
組
合
員
を
対
象
と
し
て
行
な
わ

、
、

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
組
合
を
単
位
と
し

て
組
合
ぐ
る
承
の
差
別
的
取
扱
い
が
な
さ

れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
（
渡
辺
圭
二
「
組

合
併
存
と
賃
金
等
経
済
上
の
差
別
〈
上
と

中
央
労
働
時
報
五
○
七
号
三
五
頁
）
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
事
件
で
は
、
使
用
者
は

露
骨
な
組
合
否
認
の
態
度
に
で
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
一
見
組
合
を
承
認
す
る
か

の
よ
う
な
態
度
を
と
り
つ
つ
も
、
実
質
的

に
は
戦
闘
的
組
合
員
を
不
利
益
に
取
扱

い
、
組
合
員
と
し
て
戦
闘
的
組
合
に
と
ど

ま
る
こ
と
の
不
利
を
自
覚
せ
し
め
、
組
合

の
闘
争
力
を
弱
体
化
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
組
合
間
差
別
の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
賃
金
差
別
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

大
別
し
て
、
人
事
考
課
・
査
定
を
通
じ
て

行
な
わ
れ
る
昇
給
、
一
時
金
、
昇
格
等
の

直
接
的
な
賃
金
差
別
と
妥
結
月
払
い
、
残

業
差
別
等
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
間
接
的

な
賃
金
差
別
に
分
類
し
う
る
。
今
期
の
判

例
で
は
後
者
に
属
す
る
事
件
が
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
団
体
交
渉

に
お
け
る
取
引
の
自
由
や
組
合
の
選
択
の

自
由
と
も
か
か
わ
っ
て
お
り
、
結
果
的
に

組
合
間
の
差
別
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ

こ
か
ら
直
ち
に
不
当
労
働
行
為
の
成
立
を

導
き
出
し
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
の
種
問

題
の
困
難
さ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
多
く
の
労
働

委
員
会
命
令
、
ま
た
最
近
で
は
い
く
つ
か

の
裁
判
例
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
不
当
労

働
行
為
の
成
否
に
関
す
る
見
解
は
分
か
れ

て
お
り
、
論
争
的
状
況
は
熟
し
た
と
の
感

石
橋

洋
（
法
政
大
学
講
師
）

今
期
判
例
中
、
組
合
併
存
企
業
に
お
け

る
不
当
労
働
行
為
の
成
否
を
扱
か
つ
た
事

件
と
し
て
は
、
交
替
制
・
計
画
残
業
制
に

反
対
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
一

方
組
合
の
組
合
員
に
対
し
て
残
業
に
就
か

せ
な
か
っ
た
こ
と
が
不
当
労
働
行
為
を
構

成
す
る
と
さ
れ
た
日
産
自
動
車
事
件
（
東

京
高
判
昭
五
一
一
・
一
二
・
一
一
○
、
労
旬
九

四
九
号
）
、
組
合
が
賃
金
引
上
げ
額
に
同

意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
が
妥

結
月
実
施
条
項
を
固
持
し
た
こ
と
に
よ
る

賃
上
げ
交
渉
の
未
妥
結
が
不
当
労
働
行
為

を
構
成
す
る
と
し
た
済
生
会
中
央
病
院
事

件
（
東
京
地
判
昭
五
一
一
・
一
一
一
・
一
三
、
労

旬
九
四
九
号
）
、
定
昇
と
ベ
ア
が
一
体
と

な
っ
て
い
る
場
合
の
妥
結
月
実
施
方
式
が

不
当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
と
さ
れ
た
名

古
屋
放
送
事
件
（
名
古
屋
地
判
昭
五
三
・

八
・
二
五
、
労
旬
九
六
一
一
号
）
、
使
用
者

が
一
方
組
合
に
対
し
て
団
体
交
渉
を
拒
否

し
、
賃
金
改
訂
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と

が
不
当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
と
さ
れ
た

池
上
通
信
機
事
件
（
東
京
地
判
昭
五
三
。

九
・
二
八
、
労
旬
九
六
五
号
）
、
送
迎
（

一
今
期
判
例
の
概
観
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為
ス
の
中
で
他
組
合
員
に
対
し
て
な
さ
れ
た

行
暴
行
を
理
由
と
す
る
懲
戒
解
雇
が
不
当
労

糊
働
行
為
と
し
て
無
効
と
さ
れ
た
エ
ヒ
メ
合

稻
板
工
業
事
件
（
松
山
地
判
昭
五
一
一
一
・
四
．

此
一
○
、
労
判
一
一
一
○
六
号
）
が
あ
る
。

月鵬
労
働
委
員
会
命
令
と
し
て
は
、
賃
金
差

胎
別
が
「
一
連
の
意
思
に
基
づ
く
連
続
関
連

粥
せ
る
不
当
労
働
行
為
と
し
て
把
握
認
識
さ

れ
…
…
労
組
法
第
二
七
条
第
一
一
項
に
い
わ

ゆ
る
継
続
す
る
行
為
と
し
て
取
り
扱
う
の

が
至
当
で
あ
る
」
と
し
た
キ
グ
ナ
ス
石
油

事
件
（
福
岡
地
労
委
昭
五
二
・
二
・
八
、

労
判
二
九
六
号
）
、
少
数
組
合
員
に
対
す

る
安
全
衛
生
委
員
会
か
ら
の
排
除
、
「
時

間
外
労
働
等
の
協
定
」
の
締
結
拒
否
が
不

当
労
働
行
為
で
あ
る
と
し
た
日
本
硝
子
事

件
（
大
阪
地
労
委
昭
五
三
・
七
・
八
、
労

判
三
○
一
一
号
）
等
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
組
合
併
存
下
に
お
け
る
組
合

間
紛
争
を
め
ぐ
る
珍
し
い
判
例
と
し
て
、

一
方
組
合
が
貼
付
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
他

方
組
合
が
撤
去
し
た
行
為
が
団
結
権
を
侵

害
す
る
不
法
行
為
で
あ
る
と
し
て
損
害
賠

償
責
任
を
認
め
た
全
基
労
大
阪
支
部
事
件

（
大
阪
地
判
昭
五
一
一
一
・
二
・
一
一
七
、
労
判

二
九
三
号
）
が
あ
る
。

二
残
業
差
別
と
不
当
労
働
行
為

日
産
自
動
車
事
件
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ス
自
工
を
吸
収
合

併
し
た
日
産
自
動
車
（
以
下
「
会
社
」
と

い
う
）
は
、
旧
プ
リ
ン
ス
工
場
に
も
日
産

型
交
替
制
と
計
画
残
業
制
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
、
日
産
労
組
と
の
協
定
に
も
と
づ

き
右
計
画
残
業
に
日
産
労
組
員
を
組
み
込

ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
金
日
産
プ
リ

ン
ス
支
部
が
右
の
勤
務
体
制
に
反
対
し
て

い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
支
部
組
合
員

を
残
業
に
就
か
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
不

当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
か
否
か
が
争
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

東
京
地
労
委
命
令
（
昭
四
六
・
五
・
二

五
、
不
当
労
働
行
為
命
令
集
四
四
号
）

は
、
本
件
差
別
は
労
組
法
七
条
三
号
に
違

反
す
る
と
し
て
「
被
申
立
人
会
社
は
申
立

人
支
部
所
属
の
組
合
員
に
対
し
時
間
外
勤

務
（
休
日
勤
務
を
含
む
）
を
命
ず
る
に
当

っ
て
同
支
部
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
他
の
労
働
組
合
員
と
差
別
し
て
取

扱
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
救
済
命
令
を

発
し
、
再
審
査
に
お
い
て
中
労
委
（
昭
四

八
・
三
・
’
九
、
命
令
集
四
九
号
）
も
、

右
地
労
委
命
令
を
支
持
し
た
。
し
か
し
、

原
審
（
東
京
地
判
昭
四
九
・
六
・
二
八
、

判
時
七
五
九
号
）
は
、
会
社
が
支
部
の
運

営
へ
の
支
配
介
入
を
企
図
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
特
段
の
事
情

が
な
い
か
ぎ
り
、
本
件
残
業
差
別
は
「
支

部
が
自
ら
自
主
的
な
判
断
に
よ
り
原
告
の

申
入
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
の
結
果
に
よ
る

も
の
と
ふ
ら
れ
る
か
ら
、
不
当
労
働
行
為

を
構
成
し
な
い
」
と
し
て
右
の
救
済
命
令

を
取
消
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
労
委
が

控
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

判
旨
は
、
同
一
企
業
内
に
労
働
組
合
が

併
存
し
て
い
る
場
合
、
使
用
者
は
労
組
法

七
条
三
号
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

「
各
組
合
に
対
し
て
中
立
的
態
度
を
保

持
」
す
べ
き
義
務
を
負
う
が
、
使
用
者
の

行
為
が
こ
の
「
中
立
性
の
わ
く
」
を
逸
脱

す
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え
そ
れ

ぞ
れ
の
組
合
に
利
・
不
利
が
生
じ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
「
使
用
者
と
労
働
組
合
と
の

間
の
自
由
な
取
引
活
動
の
帰
結
に
す
ぎ
な

い
も
の
と
み
ら
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち

に
組
合
に
対
す
る
不
当
な
差
別
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
基
本
的
立
場
Ⅱ

「
取
引
の
自
由
」
論
に
立
ち
つ
つ
も
、
「
団

体
交
渉
の
推
移
や
帰
結
が
単
に
使
用
者
の

無
色
な
取
引
活
動
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

使
用
者
に
お
い
て
こ
れ
ら
が
後
者
の
労
働

組
合
な
い
し
そ
の
組
合
員
に
及
ぼ
す
影
響

と
そ
れ
が
多
か
れ
少
な
か
れ
右
組
合
の
組

織
を
弱
体
化
さ
せ
る
効
果
を
生
ず
べ
き
こ

と
を
予
測
し
、
む
し
ろ
主
と
し
て
は
そ
の

よ
う
な
計
算
な
い
し
は
意
図
の
も
と
に
こ

と
さ
ら
に
団
体
交
渉
を
難
行
さ
せ
た
り
、

こ
れ
を
不
成
功
に
終
ら
せ
る
よ
う
な
行
動

態
度
を
と
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
そ
れ
は
も
は
や
上
記
中
立
性
の
わ

く
を
逸
脱
し
た
行
為
と
い
わ
ざ
る
を
え

ず
、
労
組
法
七
条
二
号
の
団
体
交
渉
応
諾

義
務
の
違
反
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
同
条

三
号
の
労
働
組
合
に
対
す
る
支
配
介
入
行

為
に
該
当
す
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
使

用
者
の
具
体
的
行
為
が
「
中
立
性
の
わ

く
」
を
逸
脱
し
た
か
否
か
を
判
断
す
る
際

に
は
、
「
単
に
行
為
の
外
形
な
い
し
は
表

面
上
の
理
由
の
承
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
関
連
す
る
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、

そ
の
行
為
の
も
つ
意
味
や
性
格
を
洞
察
、

把
握
し
た
う
え
で
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
す
る
。

判
決
は
右
の
観
点
か
ら
、
本
件
残
業
組

み
入
れ
拒
否
を
「
抽
象
的
、
外
形
的
に
観

察
す
れ
ば
」
、
支
部
に
対
す
る
不
当
な
差

別
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

①
会
社
は
、
少
数
組
合
で
あ
る
支
部
よ
り

も
協
調
的
で
あ
る
日
産
労
組
に
対
し
て
好

意
的
態
度
を
と
っ
て
い
る
、
②
会
社
は
交

替
制
と
計
画
残
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
支

部
と
は
何
ら
協
議
せ
ず
、
支
部
を
説
得

し
、
そ
の
同
意
を
と
り
つ
け
る
た
め
の
努

力
を
払
っ
て
い
な
い
、
一
方
、
支
部
は
交

替
制
と
計
画
残
業
に
対
し
て
絶
対
反
対
と

い
う
の
で
は
な
く
団
体
交
渉
を
重
視
し
て

い
る
、
③
支
部
組
合
員
を
計
画
残
業
に
組

承
入
れ
な
い
理
由
を
示
し
て
い
な
い
、
④
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支
部
組
合
員
は
残
業
に
よ
る
収
入
を
得
ら

れ
な
い
た
め
経
済
的
に
大
き
な
打
撃
を
受

け
、
組
合
員
も
減
少
し
て
い
る
等
の
諸

般
の
事
情
を
考
慮
し
、
支
部
組
合
員
に
経

済
的
打
撃
を
与
え
、
ひ
い
て
は
組
合
内
部

の
動
揺
や
組
合
員
の
退
職
な
い
し
は
組
織

の
弱
体
化
を
も
た
ら
ず
で
あ
ろ
う
こ
と
は

十
分
に
予
測
し
う
る
と
し
て
、
労
組
法
七

条
三
号
に
該
当
す
る
不
当
労
働
行
為
が
成

立
す
る
と
し
て
い
る
。

併
存
組
合
下
に
お
い
て
一
方
組
合
に
残

業
を
さ
せ
、
他
方
組
合
に
残
業
を
さ
せ
な

い
こ
と
が
不
当
労
働
行
為
と
な
る
か
否
か

の
事
案
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
労

働
委
員
会
命
令
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
不
当
労
働
行
為
の
成
立
を
認

め
て
い
る
（
た
と
え
ば
成
立
を
認
め
た
事

例
と
し
て
、
塩
谷
林
業
事
件
・
鳥
取
地
労

委
昭
三
六
・
一
○
・
一
一
一
・
命
令
集
一
一
四

・
五
号
、
関
扇
運
輸
事
件
・
大
阪
地
労
委

昭
四
○
・
六
・
｜
・
命
令
集
三
一
一
・
’
一
一
号
、

三
菱
重
工
業
事
件
・
福
岡
地
労
委
昭
四
二

為
．
九
・
一
四
・
命
令
集
三
七
号
、
吉
田
鉄

鮒
工
所
事
件
・
大
阪
地
労
委
昭
四
五
・
五
・

労
一
四
・
命
令
集
四
一
一
号
、
再
審
査
命
令
・

楢
中
労
委
昭
四
六
・
四
・
一
二
・
命
令
集
四

此
四
号
、
宇
部
交
通
事
件
・
山
口
地
労
委
昭

月差
四
五
・
九
・
’
四
・
命
令
集
四
一
二
号
、
永

洲
井
鉄
工
所
事
件
・
大
阪
地
労
委
昭
四
六
・

組
四
・
一
一
八
・
命
令
集
四
四
号
、
東
洋
プ
ラ

イ
ウ
ッ
ド
事
件
・
愛
知
地
労
委
昭
四
六
・

二
・
一
七
・
命
令
集
四
五
号
、
同
再
審

査
命
令
・
中
労
委
昭
四
七
・
一
○
・
一
八

・
命
令
集
五
八
号
、
高
志
タ
ク
シ
ー
事
件

・
福
井
地
労
委
昭
四
六
・
一
二
・
八
・
命

令
集
四
五
号
、
大
豊
運
輸
事
件
・
大
阪
地
・

労
委
昭
四
七
・
七
・
一
・
命
令
集
四
七

号
、
商
大
自
動
車
教
習
所
事
件
・
大
阪
地

労
委
昭
四
八
・
五
・
一
八
・
命
令
集
五
○

号
、
同
再
審
査
命
令
・
中
労
委
昭
五
○
・

六
・
一
八
・
命
令
集
五
五
号
。
成
立
を
認

め
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
、
新
田
製
瓦
事

件
・
埼
玉
地
労
委
昭
三
四
・
一
一
一
・
一
七

・
命
令
集
二
○
・
一
号
、
同
再
審
査
命
令

・
中
労
委
昭
三
六
・
｜
・
’
一
五
・
命
令
集

二
四
・
五
号
、
丸
豊
運
輸
事
件
・
大
阪
地

労
委
昭
一
一
一
六
・
六
・
二
一
・
命
令
集
一
一
四

・
五
号
、
離
合
社
事
件
・
埼
玉
地
労
委
昭

三
八
・
一
・
’
一
一
・
命
令
集
一
一
八
・
九
号

が
あ
る
）
。
こ
の
点
に
つ
き
学
説
（
た
と

え
ば
、
外
尾
健
一
「
労
働
団
体
法
」
二
四

六
頁
、
伊
藤
博
義
「
残
業
規
制
と
不
当
労

働
行
為
」
季
労
九
五
号
一
五
七
頁
）
も
ほ

ぼ
異
論
を
承
な
い
。

残
業
は
、
労
働
時
間
を
短
縮
し
人
間
ら

し
い
生
活
を
守
ろ
う
と
す
る
労
働
者
に
と

っ
て
不
利
益
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
残
業
が
恒
常
的
と
な
っ
て
い
る

事
業
所
な
い
し
企
業
で
は
、
一
種
の
経
済

的
利
益
と
す
ら
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
残

業
に
よ
っ
て
低
賃
金
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
組
合
間

の
残
業
差
別
を
行
な
う
使
用
者
は
、
本
件

の
よ
う
に
、
組
合
が
残
業
に
批
判
的
で
あ

り
、
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
こ

う
し
た
組
合
の
組
合
員
に
は
残
業
を
さ
せ

ず
、
使
用
者
に
協
力
的
な
組
合
の
組
合
員

に
対
し
て
残
業
さ
せ
る
こ
と
は
、
組
合
の

「
選
択
の
自
由
」
行
使
の
結
果
で
あ
る
と

主
張
す
る
。
た
し
か
に
「
取
引
の
自
由
」

の
次
元
の
問
題
と
し
て
の
ふ
と
ら
れ
る
な

ら
ば
、
何
ら
使
用
者
に
非
難
の
余
地
は
な

い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
済
生
会
中
央
病
院
事
件
の
よ
う

に
、
使
用
者
が
併
存
組
合
の
各
有
に
対
し

同
一
条
件
で
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
を
提

示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
組
合
が

こ
れ
を
受
諾
し
、
他
方
組
合
が
こ
れ
を
拒

否
し
た
結
果
と
し
て
組
合
間
に
賃
金
差
別

を
生
じ
た
場
合
、
使
用
者
の
団
体
交
渉
に

お
け
る
「
取
引
の
自
由
」
の
行
使
、
ま
た

組
合
の
「
選
択
の
自
由
」
の
行
使
の
結
果

で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

本
件
一
審
判
決
が
、
組
合
間
の
残
業
差

別
は
支
部
の
「
自
主
的
判
断
」
の
結
果
で

あ
る
と
し
て
不
当
労
働
行
為
の
成
立
を
認

め
な
か
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
「
取
引
の
自

由
」
、
「
選
択
の
自
由
」
論
の
帰
結
で
あ

る
と
い
え
よ
う
（
同
旨
の
判
決
と
し
て
、

日
本
メ
ー
ル
・
オ
ー
ダ
ー
事
件
・
東
京
高

判
昭
五
○
・
五
・
一
一
八
・
労
判
一
一
三
一
号

参
照
）
。

と
こ
ろ
が
問
題
は
、
併
存
組
合
下
に
お

け
る
残
業
差
別
あ
る
い
は
「
妥
結
月
払
い
」

方
式
を
通
じ
て
の
賃
金
差
別
が
、
た
と
え

同
一
条
件
で
併
存
組
合
の
各
☆
に
提
示
さ

れ
た
と
し
て
も
、
形
式
的
な
「
取
引
の
自

由
」
論
に
解
消
さ
れ
え
な
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。
た
し
か
に
、
本
件
判
旨
は
、
中
立
保

持
義
務
に
違
反
し
な
い
か
ぎ
り
、
残
業
組

糸
入
れ
拒
否
は
原
則
的
に
「
取
引
の
自

由
」
の
行
使
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
す

る
。
し
か
し
、
判
決
で
重
要
な
点
は
、
使

用
者
の
中
立
保
持
義
義
に
違
反
す
る
差
別

的
取
扱
い
と
な
る
か
否
か
は
、
形
式
よ
り

も
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
実
質
的
に
判

断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
併
存

組
合
と
は
そ
の
多
く
が
戦
闘
的
組
合
と
協

調
的
組
合
の
併
存
で
あ
り
、
組
合
間
差
別

を
組
合
の
交
渉
力
不
足
の
反
映
な
い
し
自

主
的
選
択
の
結
果
と
し
て
単
純
に
割
り
切

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
併
存
組
合
下
に
お

け
る
労
使
関
係
の
実
態
に
目
を
お
お
い
、

そ
こ
で
行
な
わ
れ
る
不
当
労
働
行
為
を
免

責
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
不
当
労
働
行

為
の
成
否
を
諸
般
の
事
情
か
ら
総
合
的
に

判
断
し
て
い
こ
う
と
す
る
本
件
判
旨
の
判

断
枠
組
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
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為
う
。

脈
な
お
、
本
判
決
に
対
し
て
、
本
件
の
事

労
実
関
係
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
自
由
取
引

楢
以
前
の
団
交
拒
否
の
事
案
と
し
た
ほ
う
が

肌
よ
り
説
得
力
あ
る
理
論
構
成
が
可
能
で
は

朧
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
批
判
（
通
事
哲
也

船出州鮴棚紬圷梛舳列加珊灘椎酬川両
参
照
）
が
な
さ
れ
て
い
る
が
傾
聴
に
値
す

る
。

〈
妥
結
月
実
施
条
項
に
同
意
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
賃
上
げ
未
妥
結
の
場
合
〉

済
生
会
中
央
病
院
事
件
は
、
組
合
が
賃

金
引
上
げ
額
に
同
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
使
用
者
が
妥
結
月
実
施
条
項
を
ふ
く

む
「
最
終
回
縛
」
を
固
持
し
た
た
め
妥
結

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
不
当
労
働
行
為

を
梢
成
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
東
京
地
労
委
命
令
（
昭
五
一
・
一

一
・
一
六
・
労
旬
九
二
一
一
号
）
で
は
そ
の

成
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

判
旨
は
、
「
団
体
交
渉
が
一
種
の
取
引

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
団
体
交
渉

に
お
い
て
労
使
の
双
方
が
そ
の
提
案
や
回

答
内
容
に
い
か
な
る
条
項
を
盛
込
も
う
と

三
「
妥
結
月
払
い
」
方
式

と
不
当
労
働
行
為

し
、
そ
の
条
項
が
違
法
で
あ
る
と
か
あ
る

い
は
著
し
い
合
理
性
を
欠
く
も
の
で
な
い

限
り
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
法
律
上
こ
れ
を

非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
所
謂

妥
結
月
実
施
の
条
項
も
、
賃
金
引
上
げ
の

実
施
時
期
が
最
終
的
に
は
労
使
の
合
意
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
だ
け
を
取
上
げ
て

直
ち
に
違
法
で
あ
る
と
か
あ
る
い
は
著
し

く
合
理
性
を
欠
く
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
形
式
的

に
は
そ
の
よ
う
に
い
え
る
場
合
（
併
存
組

合
各
六
の
自
主
的
選
択
の
結
果
と
し
て
両

組
合
所
属
の
組
合
員
間
に
賃
金
差
別
が
生

じ
た
場
合
ｌ
筆
者
）
に
お
い
て
も
、
右
条

項
の
提
案
さ
れ
た
事
情
や
こ
れ
を
め
ぐ
る

労
使
の
交
渉
過
程
等
か
ら
実
質
的
に
判
断

し
て
、
原
告
が
右
の
よ
う
な
回
答
を
し
、

こ
れ
に
固
執
し
た
真
の
意
図
が
参
加
人
所

属
の
組
合
員
乃
至
そ
の
組
合
活
動
家
を
嫌

悪
し
た
こ
と
に
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
参

加
人
の
組
合
運
営
の
支
配
介
入
を
企
図
し

た
こ
と
に
あ
る
と
か
の
特
段
の
事
情
が
認

め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
原
告
の
行
為
乃
至

態
度
が
不
当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る
。

本
件
に
お
け
る
「
妥
結
月
払
い
」
方
式

と
不
当
労
働
行
為
の
成
否
に
関
す
る
判
断

枠
組
、
す
な
わ
ち
①
「
妥
結
月
払
い
」
方

式
の
提
示
は
団
交
の
自
由
Ⅱ
取
引
の
自
由

の
一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、
②
「
妥
結

月
払
と
方
式
の
提
示
が
不
当
労
働
行
為

に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
こ
れ
が
提
示
さ

れ
た
事
情
や
こ
れ
を
め
ぐ
る
労
使
の
交
渉

・
過
程
か
ら
実
質
的
に
判
断
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
は
、
「
妥
結

月
払
い
」
方
式
を
め
ぐ
る
従
来
の
労
働
委

員
会
命
令
（
た
と
え
ば
、
報
知
印
刷
大
阪

支
社
事
件
・
中
労
委
昭
四
七
・
八
・
二
八

・
命
令
集
四
七
号
、
報
知
新
聞
社
・
報
知

印
刷
事
件
・
中
労
委
昭
四
八
・
三
・
’
八

・
命
令
集
四
八
号
、
済
生
会
中
央
病
院
事

件
・
東
京
地
労
委
昭
五
一
・
二
・
’
六

・
労
旬
九
一
三
号
、
日
野
車
体
工
業
事
件

・
石
川
地
労
委
昭
和
五
一
一
・
八
・
一
一
○
・

労
判
二
八
四
号
）
お
よ
び
前
記
日
産
自
動

車
事
件
判
決
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
（
本

件
判
旨
も
、
日
産
自
動
車
事
件
判
決
に
お

け
る
残
業
組
承
入
れ
拒
否
と
同
様
に
、

「
妥
結
月
払
い
」
方
式
の
提
示
そ
れ
自
体

は
「
取
引
の
自
由
」
の
一
環
と
し
て
合
理

性
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
）
。

し
か
し
、
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
に
つ、
、

い
て
は
、
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
の
提
示

、
、
、
、

そ
れ
自
体
が
典
型
的
な
組
合
弱
体
化
策
の

援
用
と
し
て
、
不
当
労
働
行
為
性
を
推
定

し
た
方
が
そ
の
現
実
的
機
能
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
見
解
が
有

力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
す

〈
定
昇
と
ベ
ア
が
一
体
と
な
っ

て
い
る
場
合
の
妥
結
月
払
い
〉

名
古
屋
放
送
事
件
で
は
、
右
見
解
と
理

論
構
成
は
異
な
る
が
、
定
昇
と
ベ
ア
が
一

体
と
な
っ
て
い
る
場
合
の
「
妥
結
月
払

、
、
、
、
、
、

い
」
方
式
の
提
示
そ
れ
自
体
を
労
働
契
約

上
無
効
と
し
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
不
当

労
働
行
為
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

判
旨
は
、
定
昇
と
ベ
ア
が
一
体
の
も
の

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
本
件
の
場
合
、

る
と
こ
ろ
は
、
「
妥
結
月
払
と
方
式
が

「
単
な
る
『
最
終
回
博
』
の
提
示
の
意
味

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
は
じ
め
か
ら
『
最

終
回
答
』
を
文
句
を
い
わ
ず
の
む
（
全
面

屈
服
）
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
賃
金
差
別
を

覚
悟
し
ろ
、
と
い
う
威
嚇
以
外
の
な
に
も

の
で
も
な
く
、
使
用
者
の
一
方
的
意
思
の

糸
を
お
し
つ
け
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と

い
う
視
点
か
ら
い
っ
て
誠
実
交
渉
義
務
に

違
反
す
る
契
機
を
内
包
し
て
い
る
と
同
時

に
、
使
用
者
の
意
思
に
し
た
が
わ
な
い
か

ぎ
り
不
利
益
を
与
え
る
。
い
や
な
ら
ば

『
最
終
回
答
』
左
の
ま
な
い
組
合
か
ら
脱

退
し
ろ
、
と
い
う
脅
迫
・
脱
退
勧
誘
と
し

て
の
性
格
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
支
配
介

入
を
構
成
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
」
（
籾
井
常
喜
『
組
合
分

裂
・
差
別
支
配
と
権
利
闘
争
』
’
九
一

頁
）
と
す
る
。
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組合間差別と不当労働行為

給
与
規
則
六
条
（
「
昇
給
は
原
則
と
し
て

毎
年
四
月
に
行
う
」
）
に
い
う
昇
給
と
は

ペ
ア
も
ふ
く
み
、
こ
れ
は
「
特
別
の
事
情

が
な
い
限
り
、
個
別
労
働
契
約
の
内
容
を

な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
の
従
業
員

で
あ
る
組
合
員
も
、
労
働
契
約
上
は
、
四

月
一
日
か
ら
妥
結
月
の
前
月
ま
で
の
賃
金

改
定
及
び
定
昇
分
の
支
払
請
求
権
を
取
得

し
て
い
る
」
の
で
、
妥
結
月
実
施
に
つ
い

て
の
労
使
間
の
合
意
が
な
い
限
り
、
私
法

上
無
効
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
「
妥

結
月
払
い
」
方
式
の
不
当
労
働
行
為
性
に

つ
き
、
「
労
使
の
合
意
な
き
限
り
、
私
法

上
認
め
ら
れ
な
い
妥
結
月
実
施
方
式
を
使

用
者
が
あ
く
ま
で
固
執
す
る
場
合
は
、
特

別
の
事
情
な
き
限
り
、
組
合
の
運
営
に
対

す
る
支
配
介
入
な
い
し
組
合
員
に
対
す
る

不
利
益
取
扱
と
し
て
労
組
法
七
条
一
、
三

号
に
該
当
す
る
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し

て
妥
結
月
実
施
方
法
は
「
使
用
者
が
い
わ

ゆ
る
春
闘
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
解
決
す

る
た
め
、
協
定
遅
延
の
制
裁
を
故
な
く
組

合
に
科
し
た
も
の
と
の
そ
し
り
を
免
れ

ず
、
合
理
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
一
方
組
合

と
し
て
は
、
こ
の
制
裁
を
免
れ
る
た
め
に

は
、
不
本
意
で
あ
っ
て
も
、
早
期
に
妥
結

せ
ざ
る
を
得
ず
、
早
期
妥
結
を
強
要
さ
れ

る
結
果
と
な
る
か
ら
、
組
合
の
団
交
権
に

対
す
る
不
当
な
抑
圧
的
機
能
を
営
む
面
の

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
こ
れ
は
、
ひ

い
て
、
組
合
か
ら
の
脱
退
を
促
進
す
る
弊

害
を
生
む
因
子
と
も
な
り
か
ね
ず
、
個
々

の
組
合
員
に
対
し
て
は
、
正
当
な
理
由
な

き
不
利
益
取
り
扱
い
と
な
る
か
ら
、
労
組

法
七
条
一
、
三
号
の
不
当
労
働
行
為
と
評

価
さ
れ
て
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。
そ
し
て

こ
の
理
は
、
二
組
合
併
存
の
時
で
あ
る
と

一
組
台
の
み
の
と
き
で
あ
る
と
を
問
わ
ず

妥
当
す
る
」
と
判
示
す
る
。

わ
が
国
の
多
く
の
企
業
に
お
い
て
定
昇

と
ベ
ア
と
が
一
体
と
し
て
昇
給
が
行
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
判
決
が

「
妥
結
月
払
い
」
方
式
の
提
示
そ
れ
自
体

を
労
働
契
約
上
無
効
と
し
た
意
義
は
大
き

い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
本
判
決
の
論
理
で
い
く
と
、

定
昇
と
ベ
ア
が
分
離
し
て
い
る
場
合
、
ベ

ア
に
つ
い
て
の
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
の

提
示
は
労
働
契
約
上
無
効
と
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
こ
の
場

合
の
不
当
労
働
行
為
の
成
否
に
つ
い
て
は

ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
本

判
決
が
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
を
労
働
契

約
上
無
効
と
す
る
と
い
う
論
理
と
不
当
労

働
行
為
の
成
否
と
を
ど
の
よ
う
な
関
連
に

お
い
て
と
ら
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に

か
か
わ
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ば
本
判

決
は
、
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
が
労
働
契

約
上
無
効
か
否
か
と
い
う
問
題
と
不
当
労

働
行
為
の
成
否
と
を
別
途
に
考
え
て
い
る

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

不
当
労
働
行
為
法
上
の
保
護
法
益
が
労
働

者
な
い
し
労
働
組
合
の
団
結
権
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
「
妥
結
月
払
い
」
方
式

が
労
働
契
約
上
有
効
か
無
効
か
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
自
体
不
当
労
働
行
為
の
成
否

を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
は
、
「
妥
結

月
払
い
」
方
式
が
契
約
上
無
効
と
す
る
と

こ
ろ
に
不
当
労
働
行
為
の
契
機
を
見
て
い

る
の
で
は
な
く
、
契
約
上
無
効
な
方
式
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
え
て
提
示
し
固
執
す
る
使
用
者
の
態
度

に
不
当
労
働
行
為
を
推
定
す
る
契
機
を
見

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
か
ら
す

れ
ば
、
定
昇
と
ベ
ア
が
分
離
し
た
状
況
の

中
で
も
、
不
当
労
働
行
為
の
成
立
を
認
め

る
論
理
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
判
決
を
解
す
る
な
ら

ば
、
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
に
つ
い
て
の

不
当
労
働
行
為
の
成
否
を
め
ぐ
る
判
断
枠

組
は
従
来
の
労
働
委
員
会
命
令
な
い
し
判

例
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
従
来
の
労
働
委
員
会
命
令

な
い
し
判
例
は
、
複
数
組
合
の
併
存
状
況

に
着
目
し
て
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
の
不

当
労
働
行
為
性
を
問
題
と
し
て
い
た
の
に

対
し
、
本
判
決
が
「
妥
結
月
払
い
」
方
式

の
不
当
労
働
行
為
性
に
つ
き
「
二
組
合
併

存
の
と
き
で
あ
る
と
一
組
台
の
と
き
で
あ

る
と
妥
当
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
一
組
合
の
場
合
に

も
使
用
者
が
「
妥
結
月
払
い
」
方
式
に
固

執
す
る
こ
と
は
不
当
労
働
行
為
性
を
推
定

す
る
契
機
と
な
る
と
す
る
考
え
は
、
「
自

由
な
団
体
交
渉
を
保
障
す
る
法
の
た
て
ま

え
と
著
し
く
矛
盾
す
る
」
（
山
口
浩
一
郎

「
労
働
組
合
法
講
話
」
八
一
頁
）
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る

が
、
誠
実
交
渉
義
務
と
の
関
連
で
判
断
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

3３ 労働法律旬報




